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代表挨拶  

総会を開催しました 
 

バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂保喜 

 

今年の手をつなぐ会総会が、5 月 15 日（日）にオンラインで開かれました。 

野芥事務所に事務局員などが集まり、全国の会員たちがオンラインで参加しました。 

2021 年度の事業報告、決算および会計監査報告、2022 年度の活動方針、事業計画、活動予

算、最後に役員改選が承認されました。 

 

保健医療分野では、1 ションダニ病院 2 看護学校 3 コミュニティ・ヘルスプロモーション 

&エデュケーション・プログラム(CHEP)の三位一体で進めること、教育分野では昨年同様、

ションダニ学校、看護学校、ジャパニ小学校への支援を継続します。 

 

役員改選では、これまでの理事の留任と、新たに冨貴田さん（鹿児島）が理事に選任されました。 

コロナ禍が徐々に落ち着きつつある中で、対面の活動が復活してきています。 

やはりお互いに顔を合わせて語り合い、交流を深めることでしょう。 

バザーやコンサートなども再開したいと考えています。広報誌「ミロン」も内容を充実させて皆様にお届けし

ます。また、ホームページや Facebook などでも情報をお届けします。皆様も、どうぞご参加ください。 

 

また、1 年余りにわたって現地のションダニスタッフと、オンラインでの話し合いを進めてきた「サテライト

クリニック」に関しては、話し合いの中でさらに視野を広く持ち、「コミュニティヘルス・プロモーション＆エ

デュケーションプログラム」として発展することになりました。現地の主体性を尊重し（現地から見ると、主

体性を発揮し）コミュニティヘルス（地域医療）をさらに進展させていく活動を進めたいと考えます。 

 

今年も会員、支援者の皆さんの力強い支えを心からお願いいたします。 
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冨貴田 景子 (看護師チームメンバー) 

手をつなぐ会理事・保健師 

～持続可能な事業に欠かせないものとは～ 

 

■概要 

2002 年～2017 年に実施していた「サテ

ライトクリニック」事業を再開させたい

という要望をションダニ・ションスタか

ら受けた。当時の活動は、母子保健を中

心に、感染症予防、病気に対する知識の普及、受診勧

告などであった。 

ションダニ病院の設立理念は、「コミュニティベース

ド・ホスピタル」である。 

その理念に沿って、病気になった人たちの治療だけで

なく、住民の疾病予防や健康増進活動が実践されてき

た。 

事業再開に向けて、2021 年 6 月にオンラインにてシ

ョンダニ病院との協議を開始した。日本側のメンバー

は河村理事（看護師）安藤氏（看護師）冨貴田（保健

師）である。 

話し合いを重ね、調査を実施する中で、当時とは大き

く異なってきている死因や環境変化に気づき、事業内

容の見直しが迫られた。 

「サテライトクリニック合同プロジェクト」を「コミ

ュニティヘルスプロモーション＆エデュケーションプ

ログラム」（地域保健促進のための教育プログラム 

以下 CHEP と略す）というこれからの事業内容にふ

さわしい名称に変更した。 

長期に渡って事業が持続可能となるようにと願いを込

めて。 

 

■会議の内容 

＜ステップ１：過去を知る ～昔のサテライトクリニ

ック活動とは～＞ 

サテライトクリニックの中心的な役割を担った元ビレ

ッジドクターのエクラムール氏、地元の高校を卒業し

てソーシャルワーカーとなったシウリ氏より、実際の

活動を聞いた。活動地区は人口約 6 万人のカラムディ

村及びその周辺とし、300～400 家族を対象とした。

エクラムール氏は、公衆衛生の知識が豊富で、感染症

予防のためにトイレ増設に熱心に取り組んだ。シウリ

氏は、特に、貧しい家庭を積極的に訪問し、病気や健

康のことのみならず、学校に行けない子ども達のサポ

ートや母親の悩み相談も受けていた。 

 

＜ステップ２：現在を知る ～カラムディ村を取り巻

く医療の現状～＞ 

ションダニ病院は、開設時から医療人材（医師・看護

師・メディカルアシスタント等）が定着しないことが

大きな課題である。また医療機器（レントゲン・血液

検査装置など）がないため、対応できない患者には大

きな病院を紹介している。受診者数は、妊産婦は減少

し、生活習慣病患者が増加、全体的には減少傾向。医

療保険制度がないため、貧しい人には独自のプァファ

ンド（医療費減額）を適用。村周辺に他の医療機関は

なく、予防接種は行政機関が定期的に村に来て実施。

国の平均寿命は 73 歳と聞き、驚く。 

 

＜ステップ３：住民の要望を確認 ～住民へのアンケ

ート調査～＞ 

2022 年 2 月～3 月にカラムディ村及びその周辺地域

の住民 87 名（男性 63 名、女性 24 名）に対し、イン

タビュー形式でアンケートを実施。サテライトクリニ

ック認知率 80%、健康教育に参加したい人 90%、環

境汚染に興味がある人も多かった。 

 

＜ステップ４：計画案・予算案＞ 

●ションダニ・ションスタ案 

・予算案：年間 100 万円（全額、手をつなぐ会からの

寄付） 

人件費（公衆衛生専門家 1 名及びアシスタント 1 名）

物品費（パソコン、用具などの購入） 

特集  コミュニティヘルスプロモーション 
＆ エデュケーションプログラム 

 
「地域コミュニティの健康をサポートしたい」とサテライトクリニック復活を求める現地の

声に呼応して、手をつなぐ会の看護師３名が動き出しました。今回は、昨年６月から始まっ

たオンライン合同会議のシリーズの第 2 回目となります。  
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・活動内容：カラムディ村やその周囲を巡回しての健

康教育活動 

 

●手をつなぐ会日本チーム案 

ションダニが提案する活動内容に異論はないが、目的

達成のための手段に違和感を覚えた。 

CHEP は長期に渡るプログラムのため、予算ありきの

目標達成型の計画は馴染まない。住民の反応をみなが

らステップバイステップで実施する方法が適している

のではないか。 

⇒ションダニ病院が今出来る活動の検討・看護学校と

の協働。熱意を持って、長期間にわたり住民との関係

性を構築できる人材育成が最も大切 

⇒看護学校学生向けの日本式奨学金制度提案 

予算は、ションダニ側からの予算確保案を提示。当会

からだけでなく、バングラデシュ国内からの財源支援

を検討をして欲しい。 

 

＜ステップ５：今後の方針＞ 

今後は、チームメンバーのみではなく、広く会全体で

どのように支援するのかを検討する必要性を感じてい

る。資金調達については、クラウドファンディングや

毎月(定額)募金会員制も検討してよいと考える。 

しかし、主導権はションダニ側にあり、当会はサポー

ト役であることを忘れてはならない。日本チームメン

バーは、カラムディ村のコミュニティヘルスケア実現

に向けて、今後も協力を惜しまない。 

 

 

河村 富美子（看護師チームリーダー） 

手をつなぐ会理事・看護師 

～バングラデシュの医療・ヘルスケア

サービスの現状からションダニ病院の

在り方・CHEP を考える～  

 

バングラデシュの人々の健康状態は、

近年、飛躍的な改善を見せており、妊産婦死亡率・5

歳未満の乳幼児死亡率は劇的に減少しました。予防接

種率も高まり、マラリア、結核などの病気からの生存

率も高まっています。 

平均寿命もこの 25 年間の間に 11 歳と大きく伸び

（1995:62 歳→2020:73 歳）死亡要因が感染症から

（下痢や肺結核など）非感染症（心血管疾病・呼吸器

系疾病、ガンなど）に変わってきました。 

経済の発展や社会におけるライフスタイルの変化を受

け、個人の医療や健康に関わる課題も変わってきまし

た。 

現在は、栄養不足や伝染病などの病気は少なくなる一

方、寿命が伸びるにつれ、糖尿病、脳梗塞、心臓麻

痺、ガンなどの病気が多くなり、医療サービスへのニ

ーズの質を求める時代になってきました。 

このような大きな環境変化に対応するには、ションダ

ニ病院の活動内容を充実させることが先決であり、そ

の先に CHEP への取り組みが具体的に見えてくるよ

うな気がします。15 年以上に渡りコミュニティナー

スとして地域に溶け込みながら行ってきたションダニ

病院の関わり、実績はきっとこれからの CHEP を実

施する上で役に立つと思います。 

バングラデシュが抱える様々な保健医療問題やそれら

を引き起こす様々な因子を考慮しながら一緒に考え一

歩ずつより良い方向へ進めていきましょう。 

 

 

安藤 和美 (看護師チームメンバー) 

手をつなぐ会会員・看護師 

～奨学金制度の導入を考える～ 

 

CHEP を根付かせるには、それに従事す

る職員の定着率を高めることが必要だと私達看護師チ
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ームの認識は一致し、その手段としてションダニ看護

学校への奨学金制度導入を検討しました。 

私は、高校衛生看護科、衛生看護専攻科の５年間、日

本育英会の病院奨学金制度のおかげで、看護師になる

ことができました。弟が２人いて、両親に学費の負担

をかけるわけにもいかないと思っていたので助かりま

した。 

貸与型、給付型、奨学金により諸条件はありますが、

もしものときは奨学金の残額を返済すればよく、安心

して支援を受けることができました。 

看護師国家試験合格後は、病院奨学金を受けていた日

本医科大学附属病院へ就職。ホームシックになりまし

たがよい経験になりました。 

地元佐賀へ戻り、働きましたが、地域医療という感覚

は程遠く実践できていませんでした。祖母や祖父を亡

くし、しばらくしたころ、在宅ケアの世界があること

を知りました。 

外来や訪問診療を通して、はじめて地域の力やコミュ

ニティーが大切であることを感じつつ、病院の中だけ

にとどまらない、活動の仕方があることを学びまし

た。 

この一年に及ぶオンライン会議を振り返り、地域に根

ざした活動を地域の人たちの手で、できる範囲で地道

に続けることの大切さを強く思いました。 

志のある人を育てる支援の一環として看護学校奨学金

制度をつくることは有意義であると思います。  

 

 

野田 景子 (記録係) 

手をつなぐ会会員・事務局スタッフ 

～手をつなぐには立ち止まり対話を～ 

 

数年前から、サテライトクリニック

(SC)再開についての話が出ていまし

たが、昨年の助成事業の【立ち止まり

対話するための助成金「AKBN（アケボノ）ファン

ド」】の採択を受け、２０２１年６月から２０２２年

３月まで、当会の看護師チーム内及びションダニショ

ンスタと話し合いを重ねてきました。 

 

【立ち止まり対話するための助成金】は、話し合うこ

とに特化したものです。最初の計画では、ションダニ

ションスタ

と計 10 回

（合同会議

7 回、日本

側チーム会

議 3 回）を

予定してい

ましたが、

実際には 21 回（合同会議 9 回、日本側チーム会議 12

回）となりました。 

その理由として、実際始まってみると、日本側がイニ

シァティブを取らないと会議がスムーズにいかないこ

と、そのためには、合同会議前に日本側チーム会議を

しっかり行って、内容を共有し確認し合う必要があっ

たことが挙げられます。 

当初、合同会議は、本音で意見や思いを言いあえるよ

うに、現地医療関係者チームと日本側看護師チームの

話し合いを中心に設定しました。しかし数回行う中

で、現地では、ションダニションスタ経営陣にその都

度報告し回答を求める必要があることがみえてきまし

た。そのため、3 回目以降は両国代表も含めた全体合

同会議に変更することになりました。 

 会議では、お互いが遠慮し合うことなく意見を述べ

合うことができたと思います。中でも、SC の立ち上

げから関わっていた元職員のエクラムール氏が、参加

してくれたことで、より深く SC を理解することがで

きました。 

残念だったのは、CHEP の中核を担うであろうと期待

していたションダニ病院の医師が 11 月に、メディカ

ルアシスタントが 10 月に退職し、会議に参加しなく

なったことでした。二人は、SC 再開に関して熱意を

もって会議に参加していただけに、日本側としてはと

てもショッキングな出来事でした。 

日本側は看護師３人の医療チームを中心に、熟議。 

事務局はそれらを記録し、司会進行役を務めました。 

現在も話し合いは継続しており、CHEP がどのような

やり方で持続可能なのか、しばらく模索が続きそうで

す。 

 

 

山田 英行 (司会進行役) 

事務局スタッフ 

～「手を差し伸べる」から「手をつなぐ」関係へ～ 

 

九州地域 NGO 活動助成金（真如苑）を活

用し、サテライトクリニック(SC)再開の

ための話合いと実行可能性調査を行いまし

た。 

実施期間の前半は、従前の SC 事業内容の

共有と振返りを行い、後半はションダニ及び当会のマ

ンパワー及び財源の実情を考慮しながら、今後実施す

るプログラムはどのような内容にすべきかを話合いま

した。 

一過性のプロジェクトではなく、持続可能性があるプ

ログラムであるべきという認識を共有することができ

ました。 

このプログラムを実施するションダニ病院は、慢性的

に経営が逼迫し、医療関係者を含めた現状のスタッフ
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では、従来のような SC を実施するにはマンパワー及

び財源不足であることが明確となりました。 

このような制約条件のもと、地域住民保健のための持

続可能性がある事業とは、どうあるべきかを話合い、

住民へのヒアリング・アンケートを実施し、企画案を

作成することができました。 

 

SC 再開に関して地域住民への聴き取り及びアンケー

ト調査・分析を Md.Ruhul Amin ,Md.Jalal Uddin, 

Md.Kabedul Islam の 3 名で２月下旬に対面調査・分

析を実施しました。 

 

■アンケート 

内容：住民基本情

報、住環境、医療機

関への移動手段、健

康状態、日常の診療

先、ションダニ病院

での診察履歴、SC

について 

アンケート内容を分

析・検討しプログラム実施草案を作成しました。 

 

■実施プログラム 

名称：コミュニティヘルスプロモーション＆エデュケ

ーションプログラム」（地域保健促進のための教育プ

ログラム） 

 

目的：貧しい人々や保健知識のない人々の保健医療へ

の意識向上を図り、農村部での保健と教育の発展に貢

献する。 

 

・ションダニ企画案骨子 

地域住民健康のための啓発・教育活動 

内容：母子の健康、家族計画、リプロダクティブ・ヘ

ルス（性と生殖に関する健康）、思春期の健康、高齢

者医療、子供の総合的な安全性、食と栄養  

 

・骨子案に対する日本側看護師チームの見解 

従前の SC 実施環境とは大きく、社会情勢が変化して

る。骨子案は、それに即したプログラム内容となっ 

ており、 高く評価したい。但し、最初からこれら全

てに取り組むにはハードルが高すぎると思われます。 

今回のプログラムは長期に渡る取り組みであり、バン

グラデシュと日本側双方で安定財源を確保しつつ、シ

ョンダニ看護学校卒業生を育てながら息の長い事業と

したい。 

ションダニ病院、ションダニ看護学校及びプログラム

スタッフの三位一体で連携し、地域を巻き込んだ取り

組みが欠かせません。 

 

 

 

 

 
◆カラムディ村だより 
 

ラフマン・モクレスール 

手をつなぐ会副代表 

 

■ウィズコロナ 

ウィズコロナの考え方がバングラデ

シュでも広まってきていますが、日

本と違って、マスクを使う人が、今

はほとんどいません。２年前は感染

者数が多く、治療が受けられず、亡くなった人は少な

くありませんでした。 

しかし最近では、普通の生活に戻っています。経済活

動は活発になり、外出も多くなって求人広告が増えま

した。 

すべての学校がコロナ前の状態に戻りました。学校は

ほぼ２年間休校だったので、先生や学生らは学校生活

に慣れるのに苦労しているようです。特に大きく変わ

ったのが、中高生で、欠席、遅刻が増え、髪の毛を長

くしたり、染めたりする子供らがでてきていることで

す。またバイクでツーリングするグループがでてきて

おり、暴走族がバングラデシュでも増えてきてます。

その結果、交通事故が増え、特にバイクとトラックの

事故が目立っています。ションダニは保護者と共にこ

の問題に取り組んでいます。 

 

・バングラデシュのコロナ状況(WHO データ)  

2020 年 1 月から感染者数 1,953,328 人、死者 29,130

人 

 

■ションダニスクール 

バングラデシュ政府は教育向上のために様々な施策を

取り入れてます。 

その一つとして、学校の教育内容を評価するためにメ

ヘルプール県では EducationWeek(教育週間)が設けら    

れました。この間、ガンニ教育委員会の主催で小中高
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の 1 年生から 10 年生までの生徒を 3 つのグループに

分け、下記のコンテストが実施されました。 

スピーチ・演技・音楽・踊り・バドミントン・水泳・

簡単なものづくり・絵画など。 

２３７名が表彰され、その内、ションダニからは４１

名が選ばれ、総合評価（教育体制、学生成績、課外活

動、学校運営等）でションダニ中学校が一位となりま

した。 

またディベート部門、音楽部門では個人４名が優勝

し、ションダニスクールの評価が一段と高まりまし

た。 

 

■ションダニ看護学校 

コロナ禍で延期されていた卒業式がようやく５月２６

日に行われました。３期生の４１人は看護士資格取得

のための国家試験を受けますが、日程はまだ決まって

いません。それまでの間、自宅で受験勉強する学生も

いますが、クリニックで非常勤として働く学生もいま

す。 

６期生の入学選抜試験が 5 月 20 日に全国一斉に行わ

れ、25 日にオンラインで合否が発表されました。看

護協会からまだ入学許可が出ていませんが、学生は志

望校に出向き、非公式に入学手続きをしています。シ

ョンダニ看護学校の定員は男子 10 名と女子 40 名です

が、合格発表翌日の 26 日に入学手続きに男子学生が

殺到し、定員に即達しました。昨日の時点で、32 人

（男子 10 人、女子 22 人)が既に入学金を払ったと聞

いています 

 

 

 

 
 
◆イベント報告 
前年度後半の開催予定イベント、さわら地域チャリテ

ィひろば、五箇山オカリナコンサートは、コロナ禍の

ため中止となりましたが、コロナ感染の間隙を縫って

「バングラデシュ国際交流ウィーク」を 12 月に運良

く開催することができました。 

 
▼バングラデシュ国際交流ウィーク 

 

バングラデシュ国際交流ウィークを振り返って 

手をつなぐ会代表 二ノ坂 保喜 

 

１．『バングラデシュ国際交流ウィーク』の開催 

12 月 16 日～21 日、福岡ア

ジア美術館で、『バングラ

デシュ国際交流ウィーク』

が開催されました。私たち

「バングラデシュと手をつ

なぐ会」と、日本在住のバ

ングラデシュ留学生を中心

とする「リバイバル展実行

委員会」の共催です。 

12 月 16 日は、50 回目のバ

ングラデシュの戦勝記念日

（Victory Day）です。バングラデシュが西パキスタ

ンとの激しい独立戦争を経て、独立を果たしてから、

50 周年に当たります。この時期に、このようなイベ

ントが開催されたことは、バングラデシュと日本にと

って、大変有意義だと感じます。 

なお会場となった福岡アジア美術館では、9 月 23 日

～12 月 25 日の期間、独立 50 周年を記念して『わが

黄金のベンガルよ』のコレクション展を開催していま

した。 

アジア美術館８階のゆったりした交流ギャラリーで

は、「リバイバル展実行委員会」による、バングラデ

シュの伝統衣装の紹介や文化的建築物の写真展示と同

時に、「バングラデシュと手をつなぐ会」の 30 年あ

まりの国際協力活動を、長さ６m 壁一杯の年表とたく

さんの写真で紹介しました。また、手作りのバングラ

デシュ Q＆A のカードや、会員の M さんによる現地

の風景画集なども展示されました。 

この１週間のイベントを振り返ってみます。 

 

２．講演会 

 18 日（土）午後は、講演３

題が行われました。最初に私

（二ノ坂）が「手をつなぐ

会」の代表として「バングラ

デシュと手をつなぐ会 32 年の

あゆみ」と題して、会の歴史
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を振り返りながら紹

介しました。バング

ラからの留学生ラフ

マンさんと福岡の牧

師・大木松子さんの

出会いから、「バン

グラデシュに小学校

をつくる会」として

活動を開始、その後

30 年余りの中での

小学校建設、母子保

健センター建設、毎

年の現地訪問と日本

国内での活動、また

現地スタッフの日本

への招聘などさまざまな活動に取り組み、2012 年か

らは看護学校建設という一大事業に取り組みました。

色々な困難にも出逢いながらカラムディ村との交流、

協力活動を続けてきました。この間の経過や、私自身

の学びや想いを話しました。 

 

続いて、会の副代表のラフマンさんから「バングラデ

シュ独立 50 周年を迎えて」という講演です。ラフマ

ンさん自身も参加した、激しい独立戦争の話、独立後

のバングラデシュの発展の歴史をじっくりと話してく

れました。 

 

三人目はファイサル・フダさん（九州大

学留学生）による「バングラデシュ伝統

工芸と SDGs」。バングラデシュの伝統工

芸、衣装などを大切に

しながら、女性の社会

進出や就労にも発展さ

せたい、そのために日

本のデザイナーの協力

を得ていきたい、とい

うフダさんの熱のこも

った講演でした。 

 

３．戦勝記念日 50 周年記念式典 

１９日（日）は、シャ

ハブッディン・アーメ

ド駐日バングラデシュ

大使を迎えての１日で

した。戦勝記念日 50

周年ということで、大

使自らこの日、福岡に

おいでいただきまし

た。この日は、フダさ

んたちを中心に日本 

在住のバングラデシュの人々が大勢集まってくれまし

た。大使の挨拶に続いて、参加者と大使のディスカッ

ションです。参加者からは、地震や洪水の時に大使館

が積極的に動いて欲しい、といった要望も出ました。

一方、熊本地震の際には熊本在住のバングラデシュの

人々のために大使館側の迅速な動きがあったことを知

りました。 

会の副代表のラフマンさんが出版した「独立戦争を体

験して」や、日本文化をバングラに伝える本など、３

人が出版した本の紹介もありました。 

その後は、バングラデシュの歌

や踊りが披露され、参加者は懐

かしい歌や踊りを心から楽しん

でいました。（バングラの人た

ちは、歌ったり踊ったりが好き

ですね。私たちが現地訪問した

際も、最後に必ず歌や踊りが入

ります。） 

 

 

４．御礼と皆さまの感想・意見 

今回の「バングラデシュ国際交流ウィーク」には延べ

２５０人以上の方が参加くださいました。ご参加・ご

協力いただいた皆さん、ありがとうございました。ま

たアジア美術館の皆さんにも、準備段階からていねい

に関わっていただき、またイベント中は来場いただい

た方の案内や時には説明までしていただき、本当に感

謝申し上げます。 

 

最後に、参加、協力いただいた皆さんからの感想や意

見をあげておきます。 

 

・イベントの中で、バングラと日本とが、一緒に交流

できるプログラムがあると良かったのでは。また、ベ

ンガル語の挨拶や講演に、通訳が欲しかった。 

 

・バングラの木綿の生地に触れてキメの細かさに感嘆

した。これを用いて僧侶の衣を作りたい。 

 

・手をつなぐ会の活動を見て、こんなにご苦労なさっ

ていたとは知りませんでした。現地の人たちに、文字

通り“よりそって”いるのだなと感じました。 

 

・バングラの人の“今”を知ることができた。フダさん

のサステナブルな事業への思いや、遠隔医療に取り組

もうとしている九州大学の方、女性の就労を支援する

活動など。今のバングラの“勢い”を感じた。 

 

・準備の段階で、バングラ側と日本側とのコミュニケ

ーションがもっと取れると良かったのでは。 
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『バングラデシュ国際交流ウィーク』に出席して 

日本バングラデシュ協会理事 太田清和 

 

去る 12 月、生まれて初めて福岡を訪

れ、『バングラデシュ国際交流ウィー

ク』に出席する機会を得ました。福岡

でバングラデシュとの交流が行われて

いることに目が開くとともに、市民の

皆様が温いまなざしをバングラデシュ

に注がれていることが印象的でした。 

講演会では、二ノ坂代表より、日本人牧師（初代代

表）とバングラデシュ留学生（ラフマン現副代表）の

出会いを契機に、この 30 年余りの間に、留学生の地

元、ションダニ村に、小学校、母子保健センター、病

院、看護学校を創り上げ、教育と医療の支援を通じて

交流を図っていると伺い、これは大変なことをされて

いると直感しました。会場に展示されてる年表には、

『バングラデシュと手をつなぐ会』が、手がけてこら

れたご尽力と思いやりが刻み込まれていると感じまし

た。 

 ラフマンさんが、バングラデシュの独立がいかに苦

難の道を歩んだのかを語り、共催の「リバイバル」展

実行委員会の

九州大学留学

生 FaisalHuda

さんの展示か

らは、ファッ

ションが女性

の自立につな

がっている意義が伝わってきました。 

独立５０周年式典にアーメド駐日バングラデシュ大使

が東京から出席されると知り、会場には福岡在住のバ

ングラデシュ人が湧き出してくるかのように集まって

きました。会場となっている福岡アジア美術館では、

『わが黄金のベンガルよ』のコレクション展が開催さ

れていました。 

 バングラデシュに関する様々な催しが１拠点に集中

して開催されているので、バングラデシュそのもの

が出現しているかのようでした。東京では、こうは

いきません。 

 日本バングラデシュ協会は、2014 年の発足以

来、講演会、メールマガジン、企業情報交換会を活

動の３本柱として、両国の友好親善を図って参りま

した。個人会員 125 名、邦人会員 60 社、公益法人６

団体を数えるようになりました。今後は、皆様はじめ

国内各地の個人や団体と連携し、手をつなぎ合って実

りのある関係を築いて行ければと願っています。 

 

バングラデシュ独立５０周年記念を祝って 

手をつなぐ会副代表 ラフマン・モクレスール 

 

福岡アジア美術館

でバングラデシュ

と日本との交流会

を企画しました。

目的はバングラデ

シュの独立 50 周年

記念を祝うこと、

バングラデシュの

ファッション・女性の社会進出状況や「バングラデシ

ュと手をつなぐ会」の歴史やバングラデシュの文化を

紹介することでした。コロナの影響で打合せが大変で

したが、最終的に無事実施でき、とても満足していま

す。 

 

この紙面を借りてバングラデシュの独立について述べ

させていただきます。1971 年 3 月 26 日、パキスタン

との戦争がはじまり、同年 12 月 16 日に戦争が終了

し、新しい独立国家としてバングラデシュは世界地図

に現れました。この戦争で 300 万人が殺害され、

1000 万人（国民の７分の１）は隣国に難民として逃

れ、多くの人は家族と離れ離れになりました。またパ

キスタン兵は多くの知識人を殺害しました。このよう

な犠牲を払って勝ち取った独立をバングラデシュの国

民は決して忘れません。３月２６日と１２月１６日に

国内外のバングラデシュ人は様々な行事を計画し、過

去を振り返り、将来に向けて覚悟を誓います。 

 

50 周年を迎えた独立記念日は私たちバングラデシュ

人にとって特別な日です。この日の朝は、記念碑に行

って花をささげたり、犠牲になった人々のご冥福を祈

ったりします。 

幸運にも東京駐在バングラデシュ大使が私達の式典に

出席することになり、福岡在住の多くのバングラデシ

ュの方々120 名（日本人含む）ほどが参加しました。

式典のシンポジウムでは独立戦争の背景やその後の政

治混乱、現在の発展等が取り上げられました。また大
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使館の役割やバングラデシュ人の要望などについても

活発な意見交換ができました。 

開場に来られた方々は手をつなぐ会の歴史や会員の牟

田さんの絵、リバイバルの展示物などを興味深く見て

いました。東京や愛知など遠方からの出席者もおられ

ました。 

 

独立戦争の時に私は 16 歳（高校生）でした。政治や

独立等について詳しい知識もなく、戦争に参加しまし

た。パキスタン兵は無差別に若者を連れ去って殺害し

ていたので、どこにいても安全ではありませんでし

た。私はインドの UttarProdesh の Deradun に行き、

３か月の戦闘訓練を受けました。直接戦争に関わった

期間は長くはありませんでしたが、独立戦争に対する

国民の意識を高めたり、サポートが得られるような活

動に従事しました。 

パキスタン兵の投降やキャンプの周りの地雷撤去の光

景が印象に残っています。 

これからもできるだけ多くの人に戦争の悲惨さを伝え

ていきたいです。 

 

 

スケッチが語るカラムディ村での交流 

手をつなぐ会元理事 牟田 壽 

 

手をつなぐ会の活動

歴史年表を展示した

部屋の１角で小生の

稚拙なバングラデシ

ュスケッチ画を展示

させていただきまし

た。 

小生は過去４回、カ

ラムディ村を訪問

し、素晴らしい現地

の人たちと交流しま

した。 

訪問中に気ままにス

ケッチしてきました

が、まさかこういっ

た展示の機会が巡ってくるとは夢にも思いませんでし

た。 

展示会が決まった段階ですぐさま作品の選択（最終的

に大小 52 作品）、手直し、額縁及びキャプション等

の出展準備に取り掛かりました。 

そして、この際バング

ラデシュのスケッチ画

集も自費出版しようと

欲も出てきて、事務局

の強力なバックアップ

もあり、イベント直前

に完成、参加者に配布

することができました。 

ご高覧して頂いた人は 250 名以上、私の属する飯塚美

術協会からの仲間も駆けつけてくれました。 

「現地の生活の一端、空気感がよく表現されている」

とか、「自然の豊かな情景がよく伝わってくる」など

と賛辞をいただきました。 

あるバングラデシュの

方からは「日本人の描

いたものは珍しいから

ダッカで同じような展

示会を開催してほし

い」と嬉しい誘いも頂

きました。 

2022 年に地元飯塚でも展示会を開催予定です。小生

のもう一つの夢はこれまで描き貯めた作品を半生の歴

史として、いつかは出版することです。 

小生のバングラデシュスケッチ画集（１冊 1000 円）

にご興味の方は、ぜひ手をつなぐ会事務局にご一報

を！ 

 

福岡が黄金のベンガル色に染まった日 

手をつなぐ会会員 川内 大和 

 

「バングラデシュ国際交流ウィーク」

の 4 日目イベント「バングラデシュ独

立 50 周年記念式典プログラム」に参

加させていただきました。 

会場中至る所でベンガル語が飛び交い「ここはダッ

カ？」と錯覚するくらい、多くのバングラデシュの

方々で賑わっていました。同時に、独立から 50 周年

を迎える戦勝記念日の今日、バングラデシュ国民の皆

さんにとって「特別な日」である、と改めて感じまし

た。 

プログラムでは、バングラデシュ大使の講演をはじ

め、本の出版記念、バングラデシュ舞踊や国歌斉唱な

ど、イベントが盛りだくさんのプログラムでした。 
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プログラムの前後で、九州大学の留学生やバングラデ

シュ舞踊を踊った小学生らと会話することができまし

た。 

みなさん本当に表

情が生き生きと、

目もキラキラとし

ていて、私自身元

気と活力をもらい

ました。約 6 年

前、青年海外協

力隊としてバン

グラデシュで生

活していた時

も、現地の人は

笑顔が素敵で、

そして感情が本

当に豊かで、こうやって私も元気をもらっていたんだ

なぁ、と改めて実感させられました。 

日本に帰国してから、まだ 1 度も再訪問できていませ

んが「またバングラデシュに行きたい」と心から思わ

せてくれる素敵なプログラムでした。 

企画や準備、運営までご対応いただいたバングラデシ

ュと手をつなぐ会の皆様、アジア美術館の皆さま、そ

して、日本在住のバングラデシュの皆さま、大変貴重

な機会をいただき、本当にありがとうございました。 

 

多くの方々に支えられた国際交流ウィーク 

事務局スタッフ（末岡・野田・山田） 

 

開催期間は 12 月中

旬の 6 日間でした

が、財源確保のため

の助成金申請、関連

団体との打合せ、9

月からの展示内容制

作、展示会終了後の

報告書作成とほぼ 6

ヶ月間に渡り、事務局 3 名は多くの時間をこの企画に

割くことになりました。 

歴史年表及び写真パネル制作については、水口氏から

多大な尽力を頂き、開催期間中も受付に入って頂きま

した。 

また当会元理事の牟田氏が、これまで描き貯めたスケ

ッチ画により、カラムディ村の風景を展示会場に見事

に再現していただきました。 

その他にもビデオ撮影に酒井会員・川内会員、カメラ

撮影には小畑元理事、受付には河村理事、冨貴田理

事、伊藤会員、谷口氏、萩野氏、それに加え純真学園

大学生の佐々木さん、谷さん、池田さん、中山さん、

渡辺さん、古賀さん及び西南学院大学生の森さんらが

応援に駆けつけてくれました。 

延べ 24 名のボランティアに支えられ、盛会のうちに

イベントを終了することができたことを関係者の皆さ

まへ感謝いたします。 

最後に学生ボランティアの感想を記載させていただき

ます。 

 

・印象に残ったのは、バングラデシュに看護学校を建

設したという新聞記事と、その看護学校の絵画です。

看護学校を設立し、看護職を育成することで、失われ

ていく妊婦や子供の命を救うことができる人材を増や

し、地域医療の活性化につなげているということを知

りました。 

 

・今回のボランティアを通して、人と触れ合うことの

大切さを再認識しました。 

文化も言語も違うバングラデシュで、私と同じ看護学

生が勉強に励んでいることを知り、私も負けないよう

に頑張ろうと思いました。 

ボランティアに参加する前は日本にしか興味がありま

せんでしたが、海外にも視野を広げてみようと思いま

す。 

-10- 



 

・ボランティアの活動内容は受付やチラシの配布でし

たが、お昼休憩などの空いた時間を活用して現地で活

動された方にバングラデシュについて質問し、さまざ

まなお話を聞いて、いかに自分が恵まれた環境で過ご

してきたのかと思いました。 

私たちと同じ年代の女性たちの大半が、すでに結婚を

していて早い人では子供がいる方もいると聞き、驚き

ました。私と同年代の彼女たちは、子供や家庭に関す

る知識は余りないまま嫁いで相当な不安を抱えている

のではと身につまされる思いで、胸がいっぱいになり

ました。 

 

・バングラデシュは日本と比べて生活が大変困難で衛

生環境や特に学習環境が良くないとお話をお聞きしま

した。私が特に印象を受けたのは乳幼児の出生率に比

べて死亡率が高いというお話です。私は医療学生とし

て大変ショックを受けました。 

 

・私たちの暮らす日本では教育も医療も生活も当たり

前のものとして存在しているけれど、私たちの思う当

たり前は世界共通ではないのだなと感じました。 

 

・支援活動だけでなく、お互いの生活様式や価値観に

ついて知ることが必要であり、そのためにはやはり対

話が必要であることが分かりました。 

 

 

▼バングラデシュ料理教室 
 
食を通じての異文化交流 

九州大学留学生 タスリン・スルタナ 

 

今回は 2 回目の料理教室参加でした。手

をつなぐ会の事務局がある野芥フリーハ

ウスで調理の予行演習から参加させてい

ただき、とても楽しかったです。 

COVID-19 の蔓延により、対面での料理教室の開催が

危ぶまれましたが、3 月 20 日に「あいれふ」で無

事、開催することができました。 

参加者と一緒に協力しながら、料理を作り、美味しく

頂き、片付けまで楽しくでき、素晴らしい経験をする

ことができました。 

子どもからお年寄り

まで、さまざまな年

齢層の福岡の方々が

私の国の食べ物に興

味を持ってくれてい

るのは、本当にうれ

しいことです。 

このようなイベントは、単に料理を楽しむだけでな

く、様々な立場の人と知り合いになり、新しい友人を

作る機会にもなっています。特に、このイベントはバ

ングラデシュに行ったことのない多くの人に、バング

ラデシュの食べ物を味わってもらう良い機会にもなり

ます。 

バングラデシュと日本は遠く離れていますが、食を通

じて異文化への愛着を参加者に感じてもらうことがで

きたと思います。料理教室の講師役として、その一端

を担えたことは光栄です。 

主催者の皆様、そしてイベントを成功に導いてくれた

参加者の皆様に心から感謝いたします。 

 

We can try together!!で巻込まれた料理教室 

 石川 理恵 

 

2019 年私は、初めて手をつなぐ会の料

理教室に参加しました。 

その時は一人で参加したのですが、グル

ープの方とすぐに打ち解けて楽しくカレーを作ったの

を覚えています。 

その翌年、2020 年私はバング

ラデシュからの留学生のホスト

ファミリーをしていたこともあ

り、その留学生を誘って参加し

ました。その留学生が今回講師

をしたタスリンでした。きっ

と、故郷のことを思い出し喜ん

でくれるだろうとの思いで一緒

に参加しました。 

一昨年の料理教室では、手をつなぐ会の河村さんとバ

ングラデシュ男性のカジさんが講師をされ、カレーの
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作り方を教えてくれました。昨年 12 月、タスリンを

講師として紹介してほしいと河村さんから要望があり

ました。 

その要望を告げると真面目でいろいろなことに興味を

示してくれるタスリンは、すぐに「We can try 

together !!」 と、やる気満々の返事。Together とい

うことで、 私もやるはめになってしまいました。 

そして 1 月に野芥フリーハウスにて、リハーサル。本

番の時間配分などを考えながらテキパキと動かれる河

村さん。タスリンも日頃は穏やかなおとなしい子なの

ですが、自分の国の料理となると、「スパイスはもう

少し入れる、玉ねぎは小さく」などと細かい指示を

し、彼女の意外な一面を見ることができました。 

当初は 2 月 6 日が本番ということでしたが、新型コロ

ナウィルスの拡大で延期となり、3 月 20 日にようや

く、バングラデシュ料理教室を開催することができま

した。 

メニューは

チキンカレ

ーとピアジ

ュです。ピ

アジュはバ

ングラのカ

レー風味に

した、かき

揚げです。 

河村さんと

タスリンの

実演を見

て、各グループに別れ調

理しました。 

少し、辛めにスパイスを

効かせるグループがある

一方、お子さんがいるグ

ループは香辛料を控えめ

にしたりと、各班で話し

合いながら楽しく料理を

されている皆さんの姿を

みると暖かい気持ちにな

りました。 

今回はコロナウィルスの

関係で持ち帰りとなり、

グループで楽しく会話し

ながら食べることができ

なかったのは残念でした

が、それぞれご家庭でバ

ングラデシュを感じて下

さったと思います。日本

のカレーとはまったく違うカレーは本当においしかっ

たです。 

一緒に一つの物を作りあげるということは、いつもの

交流とはまた違い、私たちにとって忘れられない経験

になりました。 

また、お互いをサポートし合うということで、より理

解を深めることができました。 

国際交流が大好きなこともあり日頃より交流している

私にとって、この経験は大変貴重な経験になりまし

た。 

お互いの国の話をしながら、料理を作り一緒に食べる

ことでその国の味を知り、文化を知る。日本の文化だ

けを押しつけるのではなく、交換し合うということの

大切さに気づきました。私にできる交流をこれからも

できる範囲で続けていきたいです。 

タスリンと私は出会って 3 年、料理教室を一緒に作り

上げるチャンスを下さった手をつなぐ会の皆様に感謝

致します。 

 

 

 

 

 
◆新任理事あいさつ 
 

『手をつないでいる』ことを実感できる組織へ 

冨貴田 景子（ふきた けいこ）（鹿児島市地域包

括支援センター 保健師） 

 

総会で新理事を拝

命いたしました、

冨貴田(写真：左か

ら 2 人目)と申しま

す。 

『バングラデシュ

と手をつなぐ会』

との出会いは、約 20 年前に遡ります。当時、福岡市

で看護師をしていた私は、近くで国際医療協力をして

いるＮＧＯとして当会を見つけ、2001 年現地訪問に

参加しました。その後は鹿児島に引っ越したため、縁

遠くなった時期もありましたが、昨年はサテライトク

リニック再開に向けて、定期的なオンライン会議に参

加させていただきました。 

バングラデシュはこの 20 年間でＧＤＰは 6 倍にな

り、平均寿命も 73 歳に伸びました。そして、ション

ダニ・ションスタは学校・病院・看護学校を運営する

大きな組織となりました。当会が今後、どのような活

動をしていけばいいのか、これからの組織のあり方も

含め会員の皆さんと一緒にディスカッションしていく

時期にきていると感じています。 

総会の交流会では、私が考える今後の活動キーワード

として『定期的に』『直接的に』『つながる』を挙げ
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させていただきました。『支援』が中心だった活動内

容から、『交流』に重きを置く時代へ。遠くて、なか

なか行けなかった国から、オンラインで身近にディス

カッション出来る国へ。『手をつなぐ』という本質は

変えないまま、時代に合った組織へと変化していくこ

とが大切だと考えています。 

一人一人の会員が『手をつないでいる』ことを実感出

来るような組織になりますよう、微力ながら尽力致し

ます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 
◆事務局だより 事務局 野田景子 
 

■手をつなぐ会総会報告 

2022 年度の総会を、5 月 15 日（日）に開催しまし

た。コロナ感染の影響で、3 年連続の ZOOM での総

会となりました。正会員 79 名のうち、メールアドレ

ス登録者には、メールにて総会のご案内を送り、出欠

表及び委任状・表決票の提出をお願いし、他の方々に

は郵送しました。今年は 79 名中 41 名に郵送しまし

た。 

当日は、正会員 79 名中、出席者 14 名、書面表決者

15 名、委任状 8 名の計 37 名の出席となり、総会の定

足数である 5 分の 1 以上の出席数（16 名以上）とな

り、総会が成立しました。第 1 号議案から第 5 号議案

まで審議し、すべてにおいて、過半数以上の承認をい

ただき、総会が無事、終了しました。なお今年は、役

員改選があり、正会員の冨貴田景子さんが新理事とな

り、理事 7 名となりました。 

総会終了後は、毎年交流会を行っています。12 名の

参加がありました。今年は、初めに冨貴田さんの「私

とバングラデシュ」という題目で話をしていただきま

した。 

その後、参加者全員が自己紹介を兼ねて、会に対して

の思い等を語る場へと発展しました。いろいろな思い

を聞くことができ、とても有意義な時間を共有できた

のではと思います。 

 

■助成金申請状況 

申請中：中小企業庁事業復活支援金 100 万円  

■２０２２年度行事予定 

・ 6 月 NGO 合同説明会にブース出展（西南学院） 

・ 8 月 NGO 福岡ネットワークで講演 

・10 月 世界ホスピス・緩和ケアデーにパネル出展 

・10 月 さわらチャリティー「ひろば」にブース出

展（にのさかクリニック） 

・10 月 五ヶ山オカリナコンサートにブース出展 

・11 月 ションダニ看護学校 vs 福岡女学院看護大学

との交流授業（オンライン） 

・ 1 月 南福寺チャリティバザーにブース出展 

・ 2 月 在宅ホスピスフェスタにパネル出展 

・ 2 月 バングラデシュ料理教室主催 

 

■新会員紹介 

〔正会員〕タスリン・スルタナ TASRIN SULTANA 

（九州大学留学生） 

 

  

◆会計報告 事務局 末岡智子 

 

■2021 年度の主な収支 

【正会員費】          334,000 円 

【賛助会員会費】        363,000 円 

【受取寄付金】         6,225,357 円 

【受取助成金】         1,667,000 円  

【受贈品売上収益】          32,000 円 

【バザー等売上収益】        21,300 円 

【行事参加会費収益】        33,750 円 

【その他収益】             800,019 円 

【人件費】        2,342,504 円 

【支払寄付金】           2,050,000 円 

 

●受取助成金 

・ブリジストン寄付金（ちょボラ募金）80 万円 

・アカツキ             20 万円 

・庭野平和財団            100 万円 

・真如苑                       13 万円 

・福岡県交流センター               187 千円 

・西日本国際財団                    20 万円 

 

●その他収益 

中小企業庁からのコロナ対策支援金 

・一時支援金            60 万円 

・月次支援給付金          20 万円 

 

●イベント収入 

12/16～21 バングラデシュ国際交流ウィーク 

1/20   南福寺友情バザー（紅茶販売） 

3/23   バングラデシュ料理教室 
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●ションダニ支援金送金 

・9/29   ションダニ病院    100 万円 

・9/29   ジャパニスクール       25 万円 

・12/22  ションダニ看護学校   100 万円 

 

 

募金のご協力ありがとうございました！ 

（2021 年 12 月～2022 年 5 月）敬称略/順不同 

 

【ミロン募金】 

秋吉美千代（日本セラピューテック協会）、有松壽美

子、有吉準子、飯野孝子、碇道子、石田陽子、市田敬

子、稲永みき子、平山正明（ウエルフェアネット）、

大木ひろみ、大澤友二、押野圭子、帯田輝幸、鐘ヶ江

寿美子、鐘ヶ江康子、金子貴美代、上潟口麻里子、蒲

地純、川内恵美子、神戸太郎、吉瀬恭子、草場耕二、

國光登志子、久保田千代美、倉光剛郎、倉光東昭、古

賀カツ子、五反田千代、後藤徳子、権藤説子、酒井和

幸、栄小知子、坂田幸男、坂本悟、貞刈賜代、佐藤純

子、柴田須磨子、重橋亨、白石信子、末岡智子、末次

奈保子、鈴木崇世、瀬尾康子、関根悠紀子、副島タ

カ、髙嶋裕二、竹末龍也、田島寛、多々野元、多々良

須美子、立場美枝子、谷口純子、田村賢二、塚原晃

子、道本実保、特定非営利活動法人たんがく、中野朝

恵、中村サワ子、ニノ坂富士子、野田景子、濱田絹

子、原紀子、原口勝、廣田惠津子、福間比佐子、訪問

ボランティアナースの会キャンナス湘南、訪問看護リ

ハビリステーションはる、細野容子、牧瀬千里、松添

仁、松田純子、三坂眞紀子、溝上明子、牟田壽、元田

晶子、安浪加余子、山田榮香、ﾕ)けやき、ラフマンモ

クレスール、和田節子、和田善充 

 

【募金】 

和田市次郎、和田佐恵子、越智吉郎、高橋和子、平川

恵子、水元一博、福岡記念病院、原紀子、鬼束次男、

黒﨑伸子、大内光、林茂、中村サワ子、渋田枝美、岡

崎万寿喜、畠山万千、神素子、曾場尾雅宏、多々野須

美子、小野田桂子、有吉準子、浅倉さち子、重橋亨、

小泊美佐代、杉園順代、伊東美紀、久米隆、三好和

香、八木良子、吉岡夏予子、山崎麻子、山下久代、山

口祐司、吉松厚子、尹戸真司、平山正明、南原かつ

子、深川和子、濱元彩葉、福岡プライマリケア、後藤

勝弥、中村敏子、今給黎修、廣田一紀、入江佳子、林

田直子、大脇為常、谷藤正人、茂呂塾保育園、大竹伸

子、河内英一、志岐玲子、出水明、カトリック仁豊野

教会、大原房子、水口和子、中牟田健児、倉光陽大、

今泉幸男・ゆみ子、永松代里子、川原由美・惇司、待

鳥信昭、福岡友の会、藤田瞳、立花時子、原健太郎・

麻由子、医療法人心の郷、幸田あけみ、松本明子、古

久保ハルミ、谷山玲子、二ノ坂保喜、香原弘明、太田

英明、久保浦英範、岡本ツタエ、(有)野田建装、訪問

看護ステーション Ohana、竹末龍也、竹末笑子、竹末

みわ子、松隈和美、在宅ホスピスボランティア、広島

ホスピスケアをすすめる会、上野恭子、中島勝秀、飯

倉公民館、はぴね入居者家族より、和田マサキ、吉田

いつみ、佐田裕一、佐田紘子、シバタ 

 

【旅費カンパ】無し 

 

【看護学校募金】陶山紀美子 

 

【その他】大賀久美子 

 

【募金箱設置協力】 

にのさかクリニック、シーベスト野芥店、さわらスイ

ミング、かも川薬局野芥店、はぴね福岡野芥、かも川

薬局田隈店、なかよし眼科、高砂園、グリーンビレッ

ジテニスクラブ、春風薬局、宮浦事務所、大賀薬局野

芥調剤薬局、大賀薬局太宰府病院前店、なごみの家、

大木整形・リハビリ医院 

                                                                                                                                 

 

 

 

たくさんのご協力、本当にありが

とうございます。心から感謝申し

上げます。 

 

 

【募金に添えられたメッセージ】 

❀バングラデシュにいるみんなのためにつ

かってください。（会員の小学生の子ども

さんから） 

❀ささやかな気持ちです。 

❀懐かしいキロン№１大木牧師の顔が思い

出され、近くなら展示会（アジ美）に行き

たかった‼     
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ 

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、1989 年から《教育》《保健医療》《生

活 向上》の分野で支援活動を行っています。 

①  教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール)  

②  保健医療（ションダニ病院、看護学校、健康教室）  

③  生活向上（子牛貸出制度、インフォメーションセンター） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事業内容  

 

  

  

●国内での活動  
 ① 総会（毎年 5 月）、理事会（毎月 1 回）よる活動方針の決定や運営  

② 会報誌『ミロン』を年 2 回、6 月・12 月に発行  

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成  

④ バングラデシュ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催  

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介  

 

〒814-0171 福岡市早良区野芥 6-46-7  

共同事務所「野芥フリーハウス」内  

☎092-407-7701  Fax092-407-7702  

 

email: info@tewotunagukai.com 

https://tewotunagukai.com 
https://www.facebook.com/tewotunagukai  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

 ゆうちょ銀行  01720-2-10442 

特定非営利活動法人  

バングラデシュと手をつなぐ会  

 

ミロン募金（バングラデシュ現地支援） 

毎月の定額振替  

お問い合わせください  

前号の「サテライトクリニック合同プロジェクト」 

から「コミュニティヘルスプロモーション＆エデュケ

ーションプログラム」と名称を替え、引き続き特集を

組みました。 

長続きできる事業とするには、資金だけの協力ではな

く、「こころ」の共有をしながら人づくりにも関与し

ていきたいという看護師チームの熱い思いが伝わって

きます。 

会 報 名 

 

 

発行責任者 

 

表紙・監修 

編集実務担当 

校 正 担 当 

Milon 

 

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会  

 

ミロン 150号 2022年 6月発行 

※「ミロン」は、ひとつになる、手をつ

なぐという意味のベンガル語です。 

二ノ坂 保喜 

(バングラデシュと手をつなぐ会 代表)  

小畑 麻乙 

山田 英行 

河村 富美子 

編集後記  


